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隠
岐
圏
域
の
医
療
体
制

　

隠お

岐き

島
は
、
島
根
半
島
の
北
東
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
海

に
浮
か
ぶ
四
つ
の
有
人
島
と
一
八
〇
余
り
の
島
々
か
ら
な
る
群
島
で
、

島ど
う
ぜ
ん前

（
西
ノ
島
、
中
ノ
島
、
知ち

ぶ

り
夫
里
島
）
と
島ど
う

後ご

に
大
別
さ
れ
る
。
日
本

海
の
荒
波
の
中
、
独
自
の
生
態
系
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
人
々

は
悠
久
の
地
で
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
二
〇
一
三
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ

隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
境
の
島
で
あ
り
、

古
く
よ
り
異
国
の
襲
来
に
備
え
て
き
た
。
江
戸
時
代
に
は
黒
船
が
来

航
し
、
そ
の
後
に
松
江
藩
の
郡
代
を
追
放
し
、
島
の
住
民
に
よ
る
自

治
を
行
な
っ
た
「
隠
岐
騒
動
」
の
歴
史
も
あ
る
。

　

隠
岐
圏
域
は
、
全
国
三
三
五
の
二
次
医
療
圏
（
救
急
医
療
を
含
む
一

般
的
な
入
院
治
療
が
完
結
す
る
よ
う
設
定
さ
れ
た
区
域
）
で
も
っ
と
も
小
さ

く
、
医
師
偏
在
指
標（
註
１
）は
二
八
一
位
で
あ
り「
医
師
少
数
地
域
」

と
さ
れ
て
い
る
。
島
後
・
隠
岐
の
島
町
に
あ
る
隠
岐
広
域
連
合
立
隠

岐
病
院
と
島
前
・
西
ノ
島
町
に
あ
る
隠
岐
広
域
連
合
立
隠
岐
島
前
病

隠
岐
広
域
連
合
立
隠
岐
病
院
院
長　

長
谷
川
明
広

同
隠
岐
島
前
病
院
院
長　

黒
谷
一
志

隠
岐
か
ら
考
え
る
総
合
診
療
医
と

病
診
連
携
の
重
要
性

島
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や
施
設
を
決
定
す
る
仕
組
み
で
、
島
前
の
場
合
、
軽
症
者
は
船
舶
で

隠
岐
病
院
へ
搬
送
し
、
中
等
症
以
上
で
は
島
外
医
療
機
関
に
船
舶
あ

る
い
は
ヘ
リ
搬
送
と
な
る
。
今
年
度
に
入
り
、
海
士
町
や
隠
岐
の
島

町
で
感
染
者
が
出
て
い
る
が
、
住
民
が
外
出
を
極
力
控
え
て
い
る
こ

と
や
陸
路
で
の
人
流
が
な
い
こ
と
、
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
感
染
拡
大
に
は
い
た
っ
て
い
な

い
。

各
病
院
の
取
り
組
み
と
課
題

１
．
隠
岐
病
院

■
概
要

　

平
成
二
四
年
に
新
建
し
、
一
六
診
療
科
を
標
榜
し
て
い
る
。
病
床

数
は
一
一
五
床（
一
般
病
床
九
一
床
、
精
神
病
床
二
二
床
、
感
染
症
病
床
二
床
）

で
、
常
勤
医
師
二
〇
名
（
歯
科
医
師
二
名
を
含
む
）
と
島
根
大
学
な
ど

か
ら
の
非
常
勤
医
師
派
遣
の
支
援
を
得
て
「
こ
の
島
に
住
む
、
安
心

の
医
療
」
の
理
念
の
も
と
、
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
、
救
急
告
示
病

院
、
災
害
拠
点
病
院
、
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
（
註
４
）
と

し
て
の
役
割
を
二
四
時
間
体
制
で
担
っ
て
い
る
。
島
内
で
完
結
で
き

る
医
療
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
目
標
だ
が
、
高
度
医
療
や

緊
急
の
処
置
・
治
療
が
必
要
な
疾
患
に
つ
い
て
は
、
島
外
の
高
次
医

療
機
関
に
紹
介
す
る
か
、
緊
急
搬
送
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　

病
院
の
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
全
科
で
年
間

一
〇
〇
件
程
度
の
緊
急
搬
送
が
あ
る
。
昼
間
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
そ

れ
以
外
は
島
根
県
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送
を
基
本
と
し
、
海
上
保
安

院
（
以
下
、
島
前
病
院
）
の
二
院
が
病
床
機
能
を
有
し
、
両
病
院
間
で

は
専
門
外
来
（
産
婦
人
科
、
神
経
内
科
な
ど
）
に
つ
い
て
〝
病
病
連
携
〟

を
と
っ
て
い
る
。
隠
岐
病
院
で
は
一
般
手
術
や
分
娩
が
可
能
で
あ
る

一
方
、
島
前
病
院
で
は
取
り
扱
っ
て
い
な
い
。

　

隠
岐
の
島
町
に
は
、
隠
岐
病
院
の
ほ
か
に
町
立
診
療
所
と
民
間
診

療
所
が
そ
れ
ぞ
れ
三
カ
所
ず
つ
あ
る
が
、
診
療
所
の
医
師
数
は
計
七

名
で
こ
の
二
〇
年
間
で
半
減
し
て
い
る
。
圏
域
の
人
口
減
よ
り
も
医

師
数
減
が
顕
著
で
、
隠
岐
病
院
と
町
立
診
療
所
と
の
間
で
は
「
地
域

医
療
支
援
ブ
ロ
ッ
ク
制
（
註
２
）」
に
よ
り
、
医
師
の
相
互
派
遣
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

診
療
所
の
医
師
は
、
週
に
数
日
、
隠
岐
病
院
の
日
直
や
専
門
外
来

を
支
援
し
、
隠
岐
病
院
の
医
師
は
診
療
所
の
医
師
不
在
時
に
代
診
や

看
取
り
を
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

島
前
地
域
に
開
業
医
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
診
療
所
が
一
カ

所
あ
る
。
西
ノ
島
（
西
ノ
島
町
）
と
知
夫
里
島
（
知
夫
村
）
の
診
療
所

は
医
師
一
名
体
制
で
、
島
前
病
院
と
の
間
で
医
師
相
互
派
遣
を
行
な

っ
て
い
る
。
中
ノ
島
（
海あ

ま士
町
）
の
診
療
所
は
、
Ｃ
Ｔ
設
備
を
有
し

医
師
二
名
体
制
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
で
は
、
当
初
、
隠
岐
島

の
医
療
機
関
に
は
検
査
体
制
が
な
く
、
検
体
を
本
土
に
送
っ
て
い
た

た
め
結
果
判
明
に
時
間
を
要
し
て
い
た
が
、
現
在
は
隠
岐
病
院
、
島

前
病
院
と
も
に
検
査
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
隠
岐
病
院
は
、

重
点
医
療
機
関
（
註
３
）
と
し
て
一
九
床
を
空
床
確
保
し
て
い
る
。

島
で
感
染
者
が
発
生
し
た
際
は
、
県
の
入
院
調
整
本
部
が
入
院
機
関

特集　島から考える日本・Ⅵ
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医
療
、
介
護
、
福
祉
）
と
連
携
し
な
が
ら
「
高
齢
者
を
支
え
る
医
療
」
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

■
交
通
ア
ク
セ
ス
が
医
師
派
遣
の
隘
路

　

離
島
医
療
で
は
、
常
勤
医
師
の
確
保
が
で
き
な
い
と
混
乱
が
生
じ

て
し
ま
う
。
平
成
一
六
年
に
島
根
大
学
産
婦
人
科
医
師
の
（
常
勤
医

師
と
し
て
の
）
派
遣
が
中
止
と
な
り
、
隠
岐
病
院
産
婦
人
科
の
「
島

で
お
産
が
で
き
な
く
な
る
」
と
い
う
問
題
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、

ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
で
も
報
じ
ら
れ
た
。
島
後
の
妊
婦
は
、
突
然
、

島
外
分
娩
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
同
一
九
年
に
院
内
助
産
を
立
ち

上
げ
て
、
ロ
ー
リ
ス
ク
の
経
産
婦
（
出
産
経
験
者
）
の
分
娩
を
開
始
し
、

島
で
の
お
産
を
求
め
る
声
に
応
じ
た
。
同
二
三
年
に
産
婦
人
科
医
が

帰
郷
し
て
、
す
べ
て
の
お
産
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、

分
娩
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
に
は
常
勤
医
師
二
名
体
制
が
必
要
で

あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
診
療
科
で
も
常
勤
医
師
派
遣
が
難
し
く
な
り
、
非
常

勤
医
師
で
対
応
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
非
常
勤
は
隠
岐
病
院
と
本

土
を
往
来
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
離
島
ゆ
え
の
課
題
が
み
ら
れ

る
。
現
在
、
島
後
と
本
土
と
の
間
に
は
、
出
雲
空
港
（
島
根
）、
伊
丹

空
港
（
大
阪
）
に
一
日
一
便
の
空
路
、
七し
ち
る
い類（

島
根
）、
境
さ
か
い
み
な
と港（

鳥
取
）
に

海
路
（
フ
ェ
リ
ー
・
高
速
船
）
が
あ
る
。
皮
膚
科
の
ケ
ー
ス
で
は
、
鳥

取
大
学
に
週
二
回
の
日
帰
り
診
療
を
依
頼
し
て
い
る
。
昼
着
の
フ
ェ

リ
ー
で
来
島
し
、
約
三
時
間
の
診
察
後
に
帰
路
に
つ
く
が
、
乗
船
時

間
だ
け
で
五
時
間
超
と
な
り
大
変
な
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
船
が
欠

庁
（
ヘ
リ
、
固
定
翼
、
巡
視
船
）、
陸
上
自
衛
隊
（
Ｃ
Ｈ
47
：
大
型
輸
送
用
ヘ

リ
）、
航
空
自
衛
隊
（
Ｃ
２
：
ジ
ェ
ッ
ト
機
）
と
い
っ
た
国
の
機
関
と
の

連
携
体
制
も
整
備
し
て
い
る
。

　

島
後
で
唯
一
の
病
院
の
た
め
、
患
者
は
複
数
科
を
受
診
す
る
こ
と

も
多
く
、
外
来
患
者
数
は
一
日
平
均
四
三
〇
名
と
本
土
の
同
規
模
病

院
の
お
よ
そ
二
倍

で
あ
る
。
総
合
診

療
科
と
整
形
外
科

の
患
者
が
大
半
を

占
め
る
が
、
実
際

に
は
高
度
～
急
性

期
患
者
の
六
割
程

度
、
回
復
期
患
者

の
四
割
の
治
療
は

島
外
で
行
な
わ
れ

て
お
り
、
高
齢
者

な
ど
の
社
会
的
弱

者
が
治
療
対
象
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
、
い
か
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る

か
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム（
保
健
、

隠岐地域の医療の拠点となっている隠岐病院。
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っ
て
行
な
い
、
島
外
医
療
機
関
か
ら
二
四
時
間
以
内
に
返
信
が
あ
る
。

　

島
外
の
医
療
機
関
か
ら
の
処
方
な
ど
に
も
対
応
す
る
た
め
、
高
額

な
薬
剤
も
幅
広
く
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
廃
棄
が
生

じ
て
し
ま
う
悩
み
が
あ
る
。
ま
た
、
院
内
に
血
液
の
備
蓄
は
あ
る
も

の
の
、
緊
急
時
用
に
院
内
職
員
に
よ
る
生
血
供
給
体
制
を
つ
く
り
、

血
液
製
剤
照
射
装
置
（
註
５
）
を
整
備
し
て
輸
血
体
制
を
維
持
し
て

い
る
。
現
状
、
病
院
に
届
く
血
液
の
有
効
期
限
は
短
期
間
で
あ
り
、

備
蓄
を
増
や
す
と
あ
る
程
度
の
血
液
は
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

血
液
の
効
率
的
利
用
を
考
え
、
島
外
の
病
院
と
血
液
を
共
有
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
貴
重
な
血
液
の
廃
棄
や
高
額
な
血
液

製
剤
照
射
装
置
へ
の
出
費
も
な
く
な
り
、
何
よ
り
も
住
民
の
安
心
・

安
全
に
つ
な
が
る
。

■
特
徴
的
な
取
り
組
み

　

隠
岐
病
院
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
①
島
の
医
療
人
育
成
セ

ン
タ
ー
、
②
総
合
診
療
科
、
③
診
療
支
援
室
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

①
島
の
医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
島
の
医
療
に
必
要
な
人
材
の

育
成
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
将
来
、
医
療
従
事
者
と

し
て
隠
岐
病
院
で
働
い
て
も
ら
う
た
め
、
中
・
高
校
生
の
職
場
体
験

事
業
・
学
校
訪
問
、
医
学
生
、
看
護
学
生
、
医
療
技
術
学
生
な
ど
の

実
地
研
修
・
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
、
初
期
臨
床
研
修
医
（
年
間

二
〇
～
二
四
名
）
の
受
け
入
れ
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
研
修
期
間
中

に
観
光
体
験
で
、
隠
岐
の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
専
攻
医
（
従
来
の
後
期
研
修
医
）
の
受
け
入
れ
（
セ
ン
タ

航
し
た
場
合
、「
Ｄ 

t
o 

Ｐ 

w
i
t
h 

Ｄ
（
非
専
門
医
が
同
席
す
る
診

察
）」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
可
能
だ
が
、
画
質
の
精
度
や
触
診
の

可
否
か
ら
評
価
す
る
と
対
面
診
療
に
優
る
も
の
は
な
い
。

　

泌
尿
器
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
は
、
島
根
大
学
に
医
師
派
遣
を
依
頼
し

て
い
る
。
午
前
着
の
飛
行
機
便
で
来
島
し
一
泊
二
日
（
金
・
土
曜
）の

診
療
を
実
施
し
て
い
る
が
、
診
療
時
間
確
保
の
た
め
、
復
路
は
航
空

路
で
隠
岐
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
伊
丹
を
経
由
し
て
出
雲
へ
戻
る
と
い
う
非

効
率
な
移
動
が
生
じ
て
い
る
。
飛
行
機
が
欠
航
の
場
合
は
、
境
港
か

ら
フ
ェ
リ
ー
で
来
島
す
る
こ
と
と
な
り
、
午
後
七
時
か
ら
の
夜
間
診

療
と
な
る
た
め
、
医
師
も
患
者
も
、
検
査
、
薬
剤
、
放
射
線
、
事
務

ス
タ
ッ
フ
ま
で
も
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
眼
科
、

整
形
外
科
、
外
科
の
非
常
勤
医
師
派
遣
も
金
曜
日
に
重
な
り
、
金
曜

日
の
午
後
に
各
診
療
科
の
手
術
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
現
場
が

混
乱
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

常
勤
医
師
は
、
一
～
二
年
で
転
勤
す
る
入
れ
替
わ
り
の
激
し
い
若

い
医
師
と
、
外
科
や
精
神
科
の
七
十
歳
代
の
高
齢
医
師
か
ら
な
り
、

二
峰
性
（
二
つ
の
山
が
で
き
る
形
）
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
病
院
か
ら

の
常
勤
医
師
派
遣
も
困
難
で
あ
り
、
高
齢
と
な
っ
て
い
る
外
科
・
精

神
科
の
後
継
医
師
の
確
保
が
最
優
先
課
題
と
い
え
る
。

■
効
率
的
な
薬
剤
・
血
液
の
利
用
を

　

医
療
機
器
は
島
内
医
療
機
関
で
共
同
利
用
し
て
お
り
、
血
液
検
査

や
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
各
種
検
査
は
隠
岐
病
院
で
実
施
で
き
る
。
放

射
線
科
医
へ
の
読
影
依
頼
は
、
遠
隔
画
像
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
を
使

特集　島から考える日本・Ⅵ
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ー
設
置
後
八
名
を
受
け
入
れ
、
う
ち
三
名
が
初
期
研
修
後
に
入
職
）
や
地
域
枠

医
学
生
（
医
師
）、
奨
学
金
貸
与
者
と
の
意
見
交
換
会
も
行
な
っ
て
い

る
。

　

②
総
合
診
療
科
（
院
内
標
榜
〈
註
６
〉）
は
、
昨
年
一
〇
月
に
複
数
の

疾
患
を
抱
え
る
患
者
や
多
様
な
問
題
を
抱
え
る
患
者
を
総
合
的
な
診

察
で
対
応
す
る
診
療
科
と
し
て
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、

非
常
勤
医
師
で
対
応
し
て
い
る
診
療
科
（
皮
膚
科
、
泌
尿
器
科
、
耳
鼻
咽

喉
科
）
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
（
最
初
の
段
階
で
、
さ
ま
ざ
ま
相
談
に
も
乗
る

身
近
な
医
療
）
を
担
当
す
る
こ
と
で
専
門
医
に
よ
る
時
間
外
診
療
（
夜

間
診
療
）
や
土
曜
日
診
療
の
縮
小
を
図
っ
て
い
る
。

　

③
診
療
部
診
療
支
援
室
の
診
療
看
護
師
が
、
医
師
の
指
示
の
下
、

一
定
の
医
療
行
為
（
特
定
行
為
）
を
提
供
し
、
医
師
と
看
護
師
の
懸

け
橋
（
入
院
か
ら
退
院
ま
で
）
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
訪
問
診
療
・

訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、
医
師
不
足
・
看
護
師
不
足
も
あ
り
、
思
い

描
く
よ
う
な
在
宅
診
療
は
実
現
で
き
て
い
な
い
が
、
が
ん
患
者
に
対

す
る
化
学
療
法
（
化
学
物
質
に
よ
る
、
が
ん
細
胞
を
破
壊
す
る
治
療
）
や
、

麻
薬
管
理
が
必
要
な
場
合
な
ど
か
ら
順
次
対
応
し
て
お
り
、
今
後
さ

ら
に
業
務
拡
大
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

２
．
隠
岐
島
前
病
院

■
概
要

　

島
前
の
三
島
に
は
開
業
医
が
な
く
、
医
療
機
関
は
各
島
に
そ
れ
ぞ

れ
町
立
浦
郷
診
療
所
（
西
ノ
島
）、
町
立
海
士
診
療
所
（
中
ノ
島
）、
村

立
知
夫
村
診
療
所
（
知
夫
里
島
）
が
あ
る
。
三
島
の
中
核
的
な
医
療

機
関
と
し
て
、
昭
和
五
七
年
に
島
前
診
療
所
が
設
立
さ
れ
、
平
成

一
三
年
に
隠
岐
島
前
病
院
と
な
っ
た
。
病
床
数
は
四
四
床
（
一
般
病

床
二
〇
床
、
療
養
型
病
床
二
四
床
）
で
、
島
前
地
域
で
入
院
可
能
な
唯
一

の
施
設
で
あ
る
。

　

島
前
病
院
の
診
療
の
特
徴
は
、
常
勤
医
師
八
名
全
員
が
総
合
診
療

医
で
、
曜
日
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が
内
科
、
外
科
、
小
児
科
外
来
を
担

当
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
産
婦
人
科
、
耳
鼻
科
、
眼
科
、

精
神
科
、
整
形
外
科
に
つ
い
て
は
本
土
か
ら
の
非
常
勤
医
師
が
担
っ

て
お
り
、
標
榜
診
療
科
は
合
計
八
科
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

外
科
外
来
と
い
っ
て
も
大
き
な
手
術
は
行
な
っ
て
お
ら
ず
、
腰
痛
、

膝
痛
と
い
っ
た
痛
み
の
診
療
や
、
皮
膚
の
で
き
も
の
の
処
置
な
ど
お

も
に
小
手
術
を
実
施
し
て
い
る
。
各
外
来
診
療
室
に
超
音
波
診
断
装

置
を
一
台
ず
つ
設
置
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
使
用
で
き
る
状
態
に
あ
る

の
は
、
島
前
病
院
に
お
け
る
強
み
の
一
つ
で
あ
る
。
島
前
病
院
を
起

点
に
、
西
ノ
島
町
と
知
夫
村
の
各
診
療
所
と
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
よ
る
医

師
相
互
派
遣
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

島
前
病
院
が
総
合
診
療
医
複
数
体
制
を
と
る
こ
と
で
、
地
域
の
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
で
必
要
な
能
力
を
幅
広
く
修
得
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
患
者
さ
ん
の
訴
え
に
も
科
を
超
え
て
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
知
夫
村
診
療
所
は
常
勤
医
師
が
一
人
の
診
療
所
だ
が
、

ブ
ロ
ッ
ク
制
に
よ
り
島
前
病
院
と
往
来
す
る
こ
と
で
、
医
師
の
閉
塞

感
の
軽
減
や
患
者
に
と
っ
て
は
島
前
病
院
紹
介
時
の
敷
居
の
低
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
を
島
で
完
結
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
専
門
医
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に
よ
る
緊
急
で
の
手
術
・
処
置
や
高
度
医
療
が
必
要
な
疾
患
は
、
隠

岐
病
院
や
本
土
の
高
次
医
療
機
関
へ
紹
介
と
な
る
。
緊
急
搬
送
時
に

は
病
院
近
く
に
あ
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
の
ヘ
リ
搬
送
が
メ
イ
ン
と
な

る
が
、
天
候
な
ど
に
よ
り
ヘ
リ
が
飛
べ
な
い
時
に
は
、
隠
岐
汽
船
の

フ
ェ
リ
ー
や
、
海
上
保
安
庁
、
警
察
、
民
間
の
船
で
の
搬
送
と
な
る
。

■
看
護
師
の
確
保
に
向
け
て

　

総
合
診
療
医
と
し
て
幅
広
い
技
能
習
得
を
望
む
後
期
研
修
医
か
ら

の
研
修
申
し
込
み
が
多
く
、
常
時
二
名
を
半
年
か
ら
一
年
交
代
で
受

け
入
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
看
護
師
の
不
足
・
高
齢
化
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
看
護
師
の
約
六
割
は
島
外（
島
前
地
域
以
外
）出
身
者（
Ｉ

タ
ー
ン
）
で
、
今
後
地
元
出
身
者
だ
け
で
看
護
師
を
充
足
さ
せ
る
の

は
困
難
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
年
間
の
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
離
島
看
護
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
つ
く
り
、
研
修
後
に
一
人
で
も

多
く
の
看
護
師
に
残
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る
研
修
の
実

施
に
努
め
て
い
る
。
将
来
的
に
島
前
出
身
者
が
一
人
で
も
増
え
る
よ

う
に
、
児
童
・
生
徒
へ
も
離
島
医
療
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

■
医
療
技
術
部
の
体
制

　

放
射
線
技
師
は
お
ら
ず
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
の
撮
像
は
医
師
が

行
な
う
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
な
く
、
必
要
な
患
者
へ
は
隠
岐
病
院
か
本
土
の

病
院
を
紹
介
し
て
い
る
。
放
射
線
科
医
へ
の
読
影
依
頼
は
、
隠
岐
病

院
と
同
様
に
遠
隔
画
像
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
。

　

臨
床
検
査
技
師
は
一
名
体
制
で
、
負
担
軽
減
の
た
め
超
音
波
検
査

は
す
べ
て
医
師
が
行
な
っ
て
い
る
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
は
、
理
学

療
法
士
二
名
、
作
業
療
法
士
三
名
、
言
語
聴
覚
士
一
名
と
充
足
し
て

お
り
、
医
師
、
看
護
師
と
密
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
診
療
に
あ
た
っ

て
い
る
。

　

血
液
製
剤
の
備
蓄
は
な
く
、
輸
血
が
必
要
な
場
合
に
は
隠
岐
病
院

も
し
く
は
本
土
か
ら
取
り
寄
せ
る
。
緊
急
輸
血
が
必
要
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
取
り
寄
せ
に
時
間
が
か
か
る
場
合
は
、
患
者
自
身
を

高
次
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
こ
と
も
あ
る
。

■
特
徴
的
な
取
り
組
み

　

島
前
病
院
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
①
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議
、

②
医
師
事
務
作
業
補
助
者
を
紹
介
す
る
。

　

①
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議
は
、
月
に
二
回
、
島
前
病
院
の
医
師
・
看

護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
、
役
場
健
康
福
祉
課
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
介
護
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
患
者
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を

行
な
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
患
者
の
生
活
の
質
の
向
上
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
顔

の
見
え
る
関
係
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
迅
速
な
対
応
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

②
医
師
事
務
作
業
補
助
者
は
、
現
在
四
名
を
採
用
し
て
い
る
。
診

療
録
の
代
行
入
力
、
検
査
・
処
置
の
代
行
入
力
、
診
断
書
の
代
行
作

成
、
他
院
紹
介
患
者
の
診
療
予
約
な
ど
、
幅
広
い
業
務
を
行
な
っ
て

お
り
、
医
師
が
診
療
に
集
中
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
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住
民
も
医
療
従
事
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

　

離
島
医
療
は
、
島
の
住
民
が
持
続
可
能
な
社
会
生
活
を
営
む
う
え

で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の

と
お
り
島
ゆ
え
の
課
題
も
多
く
、
特
に
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

欠
員
が
出
れ
ば
診
療
科
が
た
だ
ち
に
休
診
に
追
い
込
ま
れ
る
よ
う
な

綱
渡
り
状
態
と
も
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
本
土
の
大
学
病
院
な
ど
と

の
連
携
体
制
、
非
常
勤
医
師
の
応
援
体
制
を
と
っ
て
い
る
が
、
移
動

に
と
も
な
う
医
師
の
肉
体
的
負
担
や
地
元
の
経
費
負
担
は
重
く
な
る

一
方
で
あ
る
。

　

島
の
環
境
は
、
子
育
て
に
も
最
適
で
あ
り
、
最
近
で
は
ウ
ェ
ブ
に

よ
る
研
修
や
学
会
参
加
も
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
隠
岐
を
拠
点
と
す

る
医
療
従
事
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
近
い

将
来
、
全
国
の
島
々
に
「
安
定
し
た
シ
ス
テ
ム
」
で
医
療
ス
タ
ッ
フ

が
循
環
し
、
住
民
も
医
療
従
事
者
も
安
心
し
て
離
島
で
暮
ら
せ
る
時

代
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。�

■

註1：将来人口などを勘案した医療ニーズに
対する医師の多寡を評価し、医師偏在の
度合いを示す指標。

註2：島根県では、中核となる病院を中心と
したブロック（地区）を設定し、医師の相
互派遣を行なうことで、診療所で勤務す
る医師が学会や研修会などに参加しやす
い環境を整えている。

註3：新型コロナウイルス感染症患者専用の
病棟を設定する医療機関。

註4：「へき地医療拠点病院」とは、無医地
区等に配置される「へき地診療所」を巡回
診療や代診医派遣、医療従事者に対する
研修などで支援する病院。「救急告示病院」
とは、急性期・高度医療が提供できる体制
を整えた救急患者を積極的に受け入れる
病院。「災害拠点病院」とは、災害発生時
に被災地内の傷病等の受け入れ及び搬出
を行なうことができる病院。「第二種感染
症指定医療機関」とは、新型インフルエン
ザ患者の入院などを担当する医療機関。
いずれも都道府県知事が指定、認定する。

註5：輸血用血液中のリンパ球が輸血先の患
者に副作用を起こすことを防ぐために、あ
らかじめ放射線でリンパ球を不活化させ
る装置。

註6：医療法などでは、医療機関における医
療機能が適切に情報提供されるよう、診
療科名の標榜方法について定めており（広
告規制）、「総合診療科」は広告可能な診
療科名ではない。一方で、パンフレットや
ウェブサイトなど「患者が自ら求めて入手
しにいく情報」は規制が限定解除される。
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